
【北海道】

－H27災 主要道道知床公園羅臼線道路災害関連事業③－

【概要】
5月1日に融雪による被災を受けた本路線は知床半島先端部付近の相泊漁港を起点とし、
羅臼町の市街地を結ぶ道路であり、当該地区には迂回路は無い。相泊漁港からの漁獲物
の搬送にも不可欠な生活道路である。このたびの被災により地形が改変され冬期の雪崩
発生が危惧される箇所を災害復旧の効果をさらに高めるために雪崩予防柵を設置するも
のである。

しゅようどうどう しれとここうえんらうすせん

【事業内容】

事 業 主 体
ほっかいどう

： 北海道 目梨郡 羅臼町 相泊
ほっかいどうめなしぐんらうすちょうあいどまり

： 主要道道知床公園羅臼線

事 業 箇 所

路 線 名

事 業 期 間

事 業 費

延 長

： 平成27年度～平成28年度

： 241百万円（内関連費48百万円）

： L=56m

： 北海道
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L=56m

雪崩予防柵N=62基

◇災害関連事業

崩土除去工 L=52m
V=2110m3
客土注入マット
A=6220m2
明渠排水工 A=288m
暗渠排水工 L=417m
雪崩予防柵 N=52基
（内取外再設置2基

◇災害復旧事業


